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芥子油の殺卵作用に関する研究

(3) 胴虫卵の酸素消費量：におよぼす芥子油の影響

国井 喜章
関東東山農業試験場線虫研究室 国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和33年 2月24日受領）

緒言

姻虫卵の酸素消費呈の測定については，いまだあまり

研究が行われていなし、。そして，測定方法にも多くの考

慮すべき問題点がある。胴虫卵の生理的研究を進めるた

めにも，呼吸代謝に関する研究は大いに期待され，その

測定方法の確立が 1日も早く解明されることが望まれる

わけである。

著者は第1報および第2報において，胴虫卵に対する

芥子油の殺卵作用について検討したのであるが，第3報

ては， 芥子油の殺卵機作を解明するための一手段とし

て，畑虫卵の酸素消費量が芥子油処理を行うととによっ

て，どのように変化するかを検討したので報件する。

実験材料および方法

畑虫卵は豚胴虫子宮内受精卵を使用した。芥子油は，

Allyl, Phenyl, Butyl, Tolylの各芥子油を Tween80 

番て乳剤として用いた。

実験方法は，上記 5種芥子油の 1Q4倍濃度の乳剤をっ

くり ， とれをおのおの腰高シャーレーに lOOmlづっと

り，充分に水洗した姻虫卵の約 2g c混ったもの〉をこ

れに加えて，28°0恒温器中て 7日間処理した。刻照とし

ては蒸溜水を用いた。

処理後，た立ちに上澄の芥子油乳剤をすて，畑虫卵を

数回蒸溜水て、洗糠，櫨過して担った素焼板上にのせて隈

素消費豆の測定に供した。

また，Phenyl芥子油ては 3日処理， 1日処理の場今
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についても測定を行った。

測定は， Warburg氏検圧計によった。

素焼板上の胴虫卵を測定用フラスコ（容1'"11:15～20ml)

2簡と秤量竹1筒にそれぞれ 0.5gづっ秤取した。フラ

スコには，更に Ringer氏液 1.0ml，燐円安緩衝液（pH

7.0) 1.0 ml, 20°oKOH 0.2mlを加えて，た立ちに測

定を開始した。測定じ10分間隔て60分間継続し，温度は

30°0振擾は毎牙80同である。

秤量管は 105。Cの恒温器内て約2時間乾燥し，乾燥・iJt
f立を求めた。

更に，残りの胴虫卵の一部を検鋭して，測定時の発育

状態を観察し，その他は 2%formalin水を加えて，28°0

て培養した。府養1ヶ月後に再び発育状態を観察し，仔

虫形成の有無によって生死の判定を行った。

実験成績

酸素消費虫は，すべて畑虫卵の乾燥重量 lOOmgあた

りに換算してあらわした。

(1）数種芥子油処理畑虫卵の酸素消費量

第1表，第l図に示す通り， Allyl, Phenyl, Butyl, 

Benzyl, Tolylの5種芥子油によって 7日間処理した胴

虫卵の酸素消費量は，処理を行わない対照の姻虫卵の隈

素m費叩：に比較して，いづれもかなり低下していること

が明らかとなった。しかし芥子油の種類によってその低

下の程度に差異が認められた。すなわち，対照の畑虫卵

の60分間の酸素消費:ffi.の平均が65.8μ1 v，こ対して，最もい

ちむるしい低下を示したものが Tolyl芥子油の 3.91il 

てほとんど OUこちかく ，ついて、 Phenyl芥子油の 7.0μ1,

Allyl芥子油の 9.5μ1, Benzyl芥子油の19.0μlとなり

最もその程度の少なかったものが Butyl芥子油の25.8

μlであった。

なお，とれら姻虫卵の測定時および1ヶ月培養後の発
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測定鯛虫卵の発rr状態
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r'f状態は第2j，えにあげた。とれによると，測定時には，

Allyl, Phenyl, Tolyl芥子油はわづかに多細胞期卵をみ

Jこが，ほとんどは単細胞期！]i'Jであった。 Benzyl芥－n由

は30%が多細胞期期となり ， 他の 70%は単1：田胞期卵で

ある。また， Butylfド手油ては80%が多細胞期，1090泊三

栄構期にまで発汗していた。

1ヶ月培養後のそれぞれの殺卵効果をみると，Butyl

Jド子油が85%，その他の芥子油ては 100°6の殺卵率を示

した。
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第 2図 Phenyl芥子油処理畑虫卵の

酸素消費量（ 3日）

上段：対照； 下段： Phenyl芥子油

照の畑虫卵の：60：号、問の酸素消費tJl；平均が48.2μ1である

のに対して，Phenyl芥子油 3日処理の胴虫卵は 9.8μ1

であった。

第 4表測定胴虫卵の発育状態

観察 発育状態（形） 殺（事M卵） 

時期
種 類

単胞期細多胞期細桑期構矧期叫仔期虫

測 ~p対henyl芥子油 100 

言照 10

空（Phenyl芥子油 100 

菱l対照 0

。
90 

。
。

。
。
。
。

。。
。。
0 0 100 

2 98 

との時の胴虫卵の発育状態は， Phenyl芥f油処理の

ものが 100%単細胞朋， 刻！！百が10%巾細胞期，00%が多

細胞期であった。

1ヶ月培養後には，対照は98°6が仔虫を形成したが，

第 5表 Phenyl芥子油処理 (1日） t胴虫卵

の酸素消費量（111)

測定時間（分）
種 頼回数 一 一一

10 20 30 40 50 60 

( 1 2. 9 5. 7 13. 3 13. 3 20. 3 26. 2 

Phenyl芥子油｛ 2 1 . 7 3 .1 10 .4 23. 0 23 . 0 26 . 7 

1平均 2.3 4.4 11.9 18.2 31.7 26.5 

~す

( 1 4.4 10.8 20.4 22.3 28.7 36.0 

照｛ 2 1.9 4.1 13.0 26.4 26.4 36.0 

1平均 3. 2 7 . 5 16. 7 24 .4 27. 6 36 . 0 

( 3 ) 

3 

芥子油処理を行つえ畑虫卵は 1009,o単細胞朋のまま，ま

ったく発汗しなかった。
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第 3図 Phenyl芥子油処理姻虫卵の

酸素消費量 (1日）

上段，対照； 下段 Phenyl芥子油
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第 4図 phenyl芥子油処理畑虫卵の酸素消費量

・-・ 1日処理；×一× 3日処理；ムーム 7日処理

Phenyl芥子油て1日処理した場合の姻虫卵の酸素消

費立は26.5μ1て，がj照の胴虫卵の酸素泊先ほ 36.0111よ

りも低下していることがわかった。しかし， 7日処理，

3日処理の場合に比較してみると， 1日処理の場合には

刻日目との差異があ去り明らかではなかった。

第 6表 測定鯛虫卵の発育状態

観
察 発育状態（財）殺卵

種 類単細多細桑構鮒虫~~仔虫率
期 胞期胞期期期期（%）

型 rPhenyl芥子油 100 0 0 0 0 

語 l対照 100 0 0 0 0 

警（Phenyl芥子油 50 15 0 5 30 70 

6長t刻 照 0 0 0 0 100 

また，測定時の鯛虫卵の発育状態は，処理畑虫卵も対

照のものもいづ、れも 100%が単細胞期であった。
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1ヶ月培養後の観察の結果は第6表に示す通りて，芥 素消費量の低下がいちじるしいという ζ とがいえるので

子油処理を行ったものは50?o単細胞期，15%多細胞期 5 はなかろうか。

o，；蝋斗期，30%が仔虫期卵となっていた。対照の畑虫卵 芥子油の処理円数によっても，姻虫卵の酸長消費量の

は 100%が仔虫を形成していた。 低下に差異が生以処理日数が長い場合には，短かい場

考 察
合よりいちじるしい低下がみられた。そして，処理日数

が長く ，同時に行った培養実験¢結果完全に殺卵を確認

芥子油処理を行った畑虫卵の酸素消貞訟を測定したの した姻虫卵も，酸素消費量がいちじるしく低下するとと

であるが，との方面の研究はあまりひろく行はれていな がわかった。

いため，不備な点が多々あるととと思う。そこで，まづ とれと同様に，処理波度の濃淡によっても，畑虫卵のi

測定方法から考察を行ってみる。 酸素消費量に差異が生じるであろうことが推察される。

畑虫卵¢酸素消費比測定に供する畑虫卵の量について 更に，畑虫卵の酸系消費量は，畑虫卵の発育状態によ

~＠il沢 (1 957) は， 畑虫卵の 100万～1000万個を合む浮遊 って異なり，発行が進むとにつれて酸素消託宣は増減す

液 2.0mlを用いたとある。著者が今回行った実験ては るものと考えられる。との点については，柳沢（1957)

測定と同時に姻虫卵の乾燥重誌をも測定する方法をとつ の報告がある。

た。これは洗漉した畑虫卵を湿らせた素焼板上にのせて 以上のととから考えて，畑虫卵の酸素消費且の低下は

出来るだけはやく測定用アラスコと秤量管に 0.5gを秤 殺卵作用となんらかの関係があるように忠われるので，

り，乾燥重旦を求めるわけである。測定後にフラスコ中 史にζ の点を追求したなら，現在用いられている培養法

の畑虫卵をとりだして乾燥芭量を秤ると，フラスコに附 にとの酸素費民を測定する方法を併用することによっ

着じた畑虫卵が完全にとりきれない場合があるので，と て，比較的短期間のうちに，より確実な殺卵効果の判定

の方訟を用いたわけである。との場合には，あくまでも ができるのではないかと忠われる。

フラスコに秤呈する時と，秤量管に秤る時との蜘虫卵の

湿度状態が一様てなければならないが，素焼板をあらか

むめ湿らせておくととによって，測定中の湿度変化はほ

とんどないものと考えられる。いづれにしても，そうと

う量（乾燥重量にして 80～100mg）の畑虫卵を用いな

いと酸素消費量の測定は困難である。

また，柳沢（1957）によれば，畑虫卵を培養後30%の

antiforminて除蛋白膜して測定しているが， 著者の場

合にはζ れを行わづ，そのままの状態て測定した。

芥子油処理（104倍濃度〉を行った畑虫卵の酸素消費

誌は，処理を行わない対照の脚，，虫卵に比較して，いづれ

もその酸素消費量が低下するようである。しかし，芥子

油の種類によって，酸素消費訟の低下の程度に差異が認

められた。今回用いた 5種の芥子油の聞では，その低下

の最もいちじるしかったものが Tolyl芥子油て，下記

のごときJI固になった。

Tolyl >Phenyl> Ally!> Benzyl) Butyl 

とれは，とれら芥子油の姻虫卵に刈・する殺卵作用の高

低と関係があるように思われる。すなわち，第 1報に述

べたように，これら芥子油の殺卵作用もまた

Tolyl>Phenyl '>Allyl..->Benzyl -Butyl 

の順に低下する傾向がみられたからである。そして，高

い殺卵作用をもっ薬剤ほど，とれて処理した畑虫卵の酸

( 4 ) 

要 高句

1) 畑虫卵の殺卵機作解明の一手段として，Warburg:

氏検圧計を用いて畑虫卵の酸素費量を測定した。

2) Allyl, Phenyl, Butyl, Benzyl, Tolyl の5種類

の芥子油を 3倍の Tween80番て乳化し，1Q4倍濃度に

稀釈して用いた。

3) 処理温度は28°0て，処理日数は 7日，Phenyl芥

子油については 3日処理，1日処理もあわせて行った。

心測定は30°0て60分間継続し，10分間隔に行い，姻

虫卵は湿ったもの 0.5g c乾燥重量80～100mg）を用

いた。

5) 芥子油処理を行った蜘虫卵は，刻・照の姻虫卵に比

較して，いづれもその酸素消費量が低下した。

6) 5種類の芥子油の聞には，酸素消費量の低下の程，

度に差異が認められ，なかて、も Tolyl芥子泊がもっとも

著しく低下した。

7) 処理回数の長短もまた，酸素消費量の低下に差異

をあたえ，長く処理した畑虫卵ほど，酸素消費量が低下ー

するようである。

8) 姻虫卵の酸素消費量の低下は，薬剤の殺卵作用と

関係があり ，殺卵作用の高いものほど，酸素消費量の低

下も著しいように思われる。
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稿を終るにあたり，御指導と御校聞を賜わった農業技

術研究所川上行蔵博士，予防衛生研究所小宮義孝博士に

深〈感謝の意を表する。また，実験にあたって御援助を

願った農業技術研究所池内まさ子技官に感謝する。
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Summary 

1) The author measured the oxygen consumption 

of ascaris eggs by the means of Warburg’s respi-

rometer for the analysis of the mode of ovicidal 

action. 

( 5 ) 

5 

2) Five species of mustard oil, which are ally!, 

phenyl, butyl, benzyl, and tolyl, emuesified at the 

ratio of 1 : 3 by Tween 80 were used at 1 : 10・4

concen tra ti on. 

3) The experiments were run at 28°C and for 

seven days. Treatments with phenyl mustard oil 

were carried out for both one day and three days 

besides. 

4) Reading were taken at 10 minute intervals. 

for 60 minutes at 30°C. 

5) Oxygen consumption of eggs treated with any 

mustard oil were all decreased as compared with 

those of the control eggs. 

6) There were differences in oxygen consumption 

among the five species of mustard oil, above all, 

the consumption of eggs treated with tolyl mus・

tard oil decreased sharply. 

7) The period of treatment also yielded the dif-

ference in the decrease of oxygen consumption ; 

the longer period of treatment, the more de-

creased. 

8) The decrease of oxygen consumption of as-

caris eggs is connected with the ovicidal action of 

dosage. It seems that the oxygen consumption, 

if any, is on the decrease as the ovicidal effect 

nses. 




